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 判定結果  21 団地 134 棟 2,164 戸※ 

長寿命化型改善を含む改善 5 団地 32 棟  825 戸 

その他改善           19 団地 102 棟 1,339 戸 

 

[長寿命化型改善] 

長期的活用を図るべき住棟において、耐久性の向

上、躯体への影響の低減、維持管理の容易性向上の

観点から予防保全的な改善を行います。 

[居住性向上改善] 

住戸・住棟設備の機能充実を行い、居住性向上を

進めます。 

[福祉対応型改善] 

高齢者等が安全・安心に居住できるよう、共用部等

のバリアフリー化を進めます。 

[安全性確保型改善] 

居住者が安全・安心に居住できるよう、住棟の安全

性を高めます。 

判定結果 
（修繕・改善事業等の実施予定一覧（裏面）参照） 

 判定結果  高梨台団地13棟60戸（平成30年度完成） 

標準修繕周期を踏まえて定期的な点検を行い、適

切な時期に予防保全的な修繕を行うことで、居住性・

安全性等の維持・向上を図り、長期的に活用します。 

公営住宅等ストック活用の基本方針 
（１）総合的な活用に関する基本方針 

①市営住宅の主な役割 

住宅困窮者への住まいの提供と家族形成期にある若い

世代の本市への定住促進および既存市営住宅を有効活用

します。 

②総合的な活用の基本的な方針 

・入居者の安全性、居住水準の確保 

・計画的な修繕等による長期活用 

・高齢者・子育て世帯等の入居者への適切な設備等の対応 

・継続的・効率的な住宅団地の管理 

・入居者の適正化 

・特定公共賃貸住宅の有効活用 

（２）長寿命化に関する基本方針 

①ストックの状況把握・修繕の実施・データ管理に関する方針 

管理している市営住宅等の整備・管理に関する情報のデ

ータベース化、修繕履歴データの整備等について団地・住

棟単位で実施します。 

②長寿命化およびライフサイクルコストの縮減に関する方針 

対処療法的な修繕から、予防保全的な維持管理および耐

久性の向上等に寄与する改善を実施することにより、市営

住宅の長寿命化を図ります。 

活用手法の判定 
次の 3 段階で活用手法の判定を行いました。 

計画策定の目的と位置付け 

秋田市営住宅等長寿命化計画は秋田市住生活基本計

画の一部として位置付け、安全で快適な住宅を長期に

わたって安定的に確保するため、ストックの有効活用

と効率的かつ円滑な更新を図ることを目的とします。 

１次判定：需要・立地等の団地単位の社会的特性や、

躯体・避難の安全性や居住性等の住棟単

位の物理的特性による判定 

２次判定：改善事業と建替事業の LCC 比較、将来の

ストック量を踏まえた事業手法の仮設定 

３次判定：効率性や地域ニーズへの対応等の観点や

中長期的な管理の見通しを踏まえた計画

期間の事業手法の決定 

公営住宅のストック状況 
● 市営住宅 2,344 戸、特定公共賃貸住宅（市営）40 戸、県

営住宅 1,789 戸、特定公共賃貸住宅（県営）12 戸、改

良住宅（県営）108 戸、合計 4,293 戸の公営住宅等があ

ります。 

● 市営住宅は全ての団地・住棟で耐震性が確保（新耐震又

は耐震性有）されていますが、耐用年限を超える住宅や

間近となっている住宅が残存しています。 

● 入居率は全ての市営住宅において 80.0％以上、全体平均

で 91.0％以上となっており、一定の需要が想定されま

す。 

第２期秋田市営住宅等長寿命化計画 概要版 
計画期間 令和 3 年度 ～ 令和 12 年度

維持管理 

 判定結果  手形山団地 22 棟 160 戸 

（令和 9年度から建替工事） 

利便性の高さを活かし、多様な世代へのニーズに

対応できるような環境の整備について検討します。 

 

 判定結果  計画期間は該当なし 

用途廃止 

建替 

改善 

※各住棟で「長寿命化型改善を含む改善」と「その他改善」の

両方を含む団地があるため、各改善の団地の合計とは異なる。 
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修繕・改善事業等の実施予定一覧

 
 

秋田市 都市整備部 住宅整備課  〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号 
TEL：018-888-5770  FAX：018-888-5771 E-mail：ro-cshs@city.akita.akita.jp 


